
次世代の金融機関営業チャネルを実現する営業店自動機ソリューション

金融営業店システムのソフトウェア動向

一新商品や新業務を短期間に開発するアプリケーションサーバー
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*Javaおよびすべての+ava関

連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国におけ

る米国Sun Microsystems,

lnc.の商標または登録商標

である｡

金融営業店システムの全

体像

ウェブ･Java技術の適用と,

分散オブジ工クト実行基盤の

才采用により,新商品や新業務

の短期開発を実現する｡

金融ビッグバンに伴ってサービス競争が激しくなり,金融機関では,新商品や新業務の短期開発を目的としたシステム碁盤

構築に対するニーズが高まっている｡

日立製作所は,このようなニーズにこたえて,クライアントーサーバ間にウェブ･+ava技術を適用するとともに,分散オブ

ジ工クト実行基盤としてCORBA;こIl)に準拠したアプリケーションサーバを提供している｡

ウェブ･+ava技術の適用により,システム運用管理を効率化でき,端末アプリケーションを容易に開発することができる｡

また,分散オブジ工クト実行基盤によって既存システム資産やパッケージソフトウェアの活用を促進し.これらをシームレス

に融合した､多様なシステム環境の構築を可能としている｡

はじめに

インターネットやイントラネットの普及に伴い,基幹

業務にウェブ･Javaを適川したいというニーズが高まっ

ている｡また,新企業システムとしてすべてを開発し画

すのではなく,既存システム資産やパッケージソフトウェ

アなどを活用して,コンポーネントの組合せによって短期

間に新業務や新商品を開発したいというニーズがある()

日立製作所のアプリケーションサーバは,このニーズに

こたえるために,インターネット･イントラネット環境

での企業情報システムのアプリケーション基盤プラット

フォームを提供することを目的としている｡

ここでは,口立製作所のアプリケーションサーバを中

心として,分散オブジェクト実行基盤のねらいと特徴,

およびクライアントアプリケーション基盤について述

べる｡

アプリケーションサーバの特色

日立製作所のアプリケーションサーバは,ブラウザな

どのフロントエンド層とデータベースなどの既存システ

※1)CORBAは,ObjectManagementGroupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称である｡
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Java開発環境の強化

･+Builder*1

●EJB

基幸手システムを支える技術と

皇宮なCORBAサービス
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●情報発信フレームワーク"WebforEnterprise”

･金融アプリケーションフレームワーク"FREIA”

統合パッケージ商品

･統合インストーラと統合セットアップ

･導入から開発と運用までを続合管理

豊富なラッピング機能

･メインフレーム連携

(VOS3,VOSl,MVS*2)

･ERP連携(R/3*3)

･DCOM連携
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注:略語説明ほか EJB(E=terPriseJavaBeans),OTM(ObjectTransactionMonitor),LDAP(Li9htweightDirectoryAccessProtocol)

ERP(EnterpriseResourcePbnning),DCOM(DistributedComponentObjecIModeり.WWW(WorldWideWeb)

*1+Builde｢は,米国およびその他の国における米国INPRISECorp.の商標である｡

*2 MVSは,米国における米国lnternationalBusjnessMachinesCorp.の登録商標である｡

*3 R/3は,SAPAGの登録商標である｡

図1 日立製作所のアプリケーションサーバの構成

ウェブ･Java基盤および分散オブジ工クト実行基盤を提供するとともに,アプリケーションフレームワークを提供する｡

ムに相当するバックエンド層の間の,中間層サーバとし

て位置づけられる(図1参照)｡このアプリケーションサ

ーバは,開発支援機能,実行基盤機能,運用管理機能お

よびこれらの機能を統合する統合運用管理機能で構成す

るアプリケーション基盤製品である｡アプリケーション

フレームワークを提供しているので,業務アプリケーショ

ンを容易に,短期間に開発することができる｡

2.1アプリケーションサーバの特徴

H立製作所のアプリケーションサーバの特徴は以‾卜の

とおりである｡

(1)新規ウェブ業務を短期間に開発

実績あるウェブアプリケーションやワークフローアプリ

ケーションから抽出したノウハウを部品化･フレームワー

ク化して提供し,これをカスタマイズする業務開発方法

により,ウェブ基幹システムの開発期間を短縮すること
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ができる｡

(2)ウェブ環境基幹システムをスケーラブルに構築

企業でのアプリケーションが必要とする基盤機能(ト

ランザクションやセキュリティ,堅ろうさ)をカバーし,

ウェブ基幹アプリケーションも容易に構築できる｡

(3)業務をダイナミック,フレキシブルに組み合わせて構築

ワーク管理"WorkCoordinator■ユ■2〕''により,複数の作業

者ヤアプリケーション間にまたがる高度な業務プロセス

を効率的に開発したり,運用することを叶能とする｡業

務ロジックとビジネスプロセス(業務の流れ)を分離し,

※2)WorkCoordinatorは,口立製作所が開発した世界初の

OMG(Object Management Gr()up)標準ベースのワー

ク管理製品であり,CORBA環境でワークフロー部品を

掟供する｡
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既存システムやパッケージアプリケーションもコンポー

ネントとして柔軟に組み介わせることにより,アプリケ

ーション開発効率を向.Lさせることができる｡

(4)既存システム資産やパッケージソフトウェアの活用

豊富な連携機能のサポートにより,既存システムの資

産を浦川できる｡

(5)グローバル環境でのインターオペラビリティ

CORBAなどのOMG(Object Management Group)分

散オブジェクト標準,インターネット標準,Javaなどの

国際･業界標準,"Visi壬∋roker''や``JBuilderりなどの業界

標準の製品に基づいたポータビリティと相プ‾〔運用性を確

保することにより,グローバルなビジネス展開を実現す

ることができる｡

(6)統合された運用管理

統合運用管理の機能により,開発したアプリケーション

の配布･運用を統合運用両面から一元的に操作できるの

で,システムトータルのコストを削減することができる｡

2.2 ウェブ･Java基盤の特徴

ウェブ･Java基盤の採用で,新業務はもちろんのこ

と,勘定系業務についてもJavaアプレットを利用するこ

とにより,ブラウザ上の画面からの実行が可能となる

(図2参照)｡

コンピュータセンターに設置したU立製作所のアプリ

ケーションサーバに金融業務コンポーネント(Javaアプ

レット)を保有し,必要時に呼び山すことで,ソフトウェ

ア資源の配布や構成管禅道川の負荷削減を推進すること

ができる｡

業務を自由に表現

変化をフレキシブルに吸収

ダイナミックでグローバルな
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卜)

ウェ サ †機能

臣

【.宴

贋
Ⅷ

雷

逢さ･盲■′ら■‾≦∈j-一芸賀 琶

営業店サーバがプ

ロクシ機能を持つ
ことにより,セン

クーサーバヘのア

クセスを肖lご

営葛店サーバ

‡二二二手鯉二二]
lr 迂 遠

要所領
業務処理暗に,必

な+avaアプレット

けをダウンロ【ド

て実行
ゥ表ブ邁ウザ

金融業務コンポーネント ウェブ基盤での

(Javaアプレット) 操作環境を実現

】金融専用ドライバ1

注:略語説明 BTS(BankingTellerStation)

図2 ウェブ･Java基盤を採用したコンピュータセンター･

営業店構成

コンピュータセンターに保持した金融コンポーネント(+avaア

プレット)を必要に応じて呼び出す｡

2.3 ワーク管理"WorkCoordinator''

WorkCoordinatorは,短期間で高効率に新業務サービ

スを実現するためのアプリケーション構築･運用基盤で

WorkCoordinato｢

デザイン フロー制御

⊂>-[コ

ビジネスプロセス

モニタリング リフオ¶ム

上げたい｡そのために､使え

るアプリケーションは使いた

い｡業務ニーズの変化にも即
応したい｡

個々のアプリケーションをビジネスプロセスで総合

アプリケーションサーバ

既存システ
新規開発

いろいろな業務を自由
に,ダイナミックに､

グロ…パルに,フレキ

シブルに組み合わせて

ビジネスをしたい｡

個々に作られたアプリケー

ションをビジネスプロセスに

治ってつなぎあわせ,即戦

力化

図3 WorkCoordinatorの

特徴

個々のアプリケーション

をビジネスプロセス(業務

の流れ)として柔軟に統合

する｡
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ある｡CORBA環境で基幹業務に適用できる高機能ワー

クフロー部品を提供するとともに,ビジネスプロセス定

義に沿って業務アプリケーションを組み合わせることが

できる(図3参照)｡WorkCoordinatorでは,多様な業務

タイプに適用できるように,ビジネスプロセス(業務の流

れ)の■表現方式として,表現力の高い状態遷移型モデル

を採用している｡

クライアントアプリケーション基盤の特徴

クライアントのソフトウェアは,勘定系取り引き業務

や投資信託などの新規取り引き業務を実現するコンテン

ツ群と,これらの業務コンテンツを開発,実行するため

のアプリケーションフレームワークである`◆FREIAノ/CS”,

イメージコンポーネント(佃像"GAZOMAGIC'')などで構

成する｡

営業店･専門センターに設置されるクライアントのソ

フトウェア構造を図4に示す｡

3.1クライアントソフトウエアの要求にこたえる

アプリケーションフレームワーク"FREIA/CS”

クライアントソフトウェアでは,次の要求にこたえる

ことが求められている｡

(1)既存事務手続きのスムーズな継承

BTSまたはパソコン

勘定業務コンテンツ

(マップ)

新業務コンテンツ(Java)
l-■■

■ l ■

■■■■ ■■●
- ■

｢威
;‾‾‾‾■l

通信

Javaクラス(+Nり

巨:;亘:≡亘司 通 プリンタ ⊂=亘亘=コ

ウザ

"FREIA/CS”

"COMPOSHOPFr aseforWeb”

"COMPOSHOP金融 ンポーネント”

イメージ

コンポーネント

WindowsNT*1/Windows2000*2

注:略語説明ほか

BTS(BankingTe】lerStat旧∩)

XML(ExtensibleMarkupLanguage)

JNl(JavaNativelnterface)

*1,*2Windows NTおよびWindowsは.米国およぴその他の国に

おける米国MicrosottCorp.の登鐘商標である｡

図4 営業店･専門センター用クライアントのソフトウエア

構造

業務コンポーネント群と,これらを開発,実行するためのフレ

ームワークを提供する｡
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(2)通帳プリンタなど金融固有デバイスの制御機能

(3)レガシー(既設)勘定系ホストシステムとの接続

(4)投資信託窓口販売など新商品の効率的な開発

FREIA/CSは,これらの要求にこたえるために開発し

たアプリケーションフレームワークである｡マップ定義

による業務構築と,Javaなどウェブ基盤上での業務構築

の両方をサポートし,業務形態にん♭じてJavaとマップそ

れぞれの開発基盤を利用し,容易な業務構築を可能とし

ている｡

また,印鑑システムや為替,小切手などを処理する伝

票イメージ処理システムなど,他システムとの連携機能

もラインアップしており,銀行窓口業務に必要なさまざま

な機能を提供するプロダクトで構成している｡FREIA/CS

の主なプロダクトを表1に示す｡

3.2 既存事務手続きのスムーズな継承

現行システムで稼動している勘定業務アプリケーショ

ンを新営業店システムにスムーズに移行させることは,

既存事務手続きを継承するうえで重安な要素である｡

表1クライアントアプリケーションフレームワープ`FREl〟CS”

の主なプロダクト

+ava･業務コンテンツなどのフレームワークと各種金融コンポー

ネントを提供する｡

プロダクト名称 製 品 概 要

COMPOSHOP

業務アプリケーションのフレームワークと

して,キーボード入力,取引画面索引,取
FrameBase 引画面表示,入出力データの各種チェッ
†0｢Web ク･編集,ホスト回答電文出力など,金融

端末に必要な各種機能を提供する｡

COMPOSHOP

Jou｢nal

Component

FrameBaseと連携して業務履歴のジャー
ナル採取を行うコンポーネントで,採取

したジャーナルはディスク上に保管され,
多様な条件による検索が可能である｡

COMPOSHOP 業務アプリケーション側からの送受信要
Communication 求に対して,上位局との通信処理を実現

Component する｡

COMPOSHOP 業務アプリケーションや勘定系ホストか
Device らの指示により,通帳への印刷出力や現
Control 金の入出金など,金融専用デバイスの制

Component 御を行う｡

COMPOSHOP

テンキーボードと画面上のガイダンスを活
用し,専用キーが多く煩雑な勘定業務の操

BankingKB 作をテンキーボードによるシンプルな操作
Emulator に置き換えることができるので,初心者

にも容易な操作環境を提供する｡

COMPOSHOP

イメージスキャナで読み取った伝票の種
類を識別し,該当する取引画面の自動表

lmage 示や,イメージ認識した口座番号,金額
Coordinator と入力データとのペリファイ(検証)チェ
fo｢C】ient ックなど,操作性の向上と取り引きの厳

正化を実現することができる｡
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FREIA/CSでは,金融機関の第3次オンラインシステム

で開発した勘定系業務アプリケーションである｢マップ+

の思想･機能を踏襲した勘定業務コンテンツをサポート

することによって事務手続きを含む既存資産の継承を図

るとともに,操作環境をウェブ化することにより,勘定

業務とJavaアプレットやⅩMLで開発される新業務との操

作環境のシームレス化を実現している｡

3.3 新商品の効率的な開発

投資信託の窓口販売など新商品を効率的に開発するた

めに,ウェブ･CORBA基盤を採朋している(〕また,レ

ガシー勘定系ホストとの通信機能,店番･機番･集計な

どの金融岡有情報や,ユーザー権限情報の取得機能,金

融窓け装置固有の周辺装帯である通帳プリンタ･紙幣硬

貨人料金棟の制御機能などを効率よく,簡単に開発する

ことが必要である｡このため,FREIA/CSでは,新業務

コンテンツの効率的な開発を支援する金融業務フレーム

ワークを提供している()

Javaアプレット(図4参円弔)などで開発する新業務コン

テンツでは,提供される部占占クラスを使用して金融国有

の機能を実装しており,部占占クラスは,Javaクラスを経

由してFREIA/CSが持つ各種の機能を実行する｡これら

部品クラスの一部およびJavaクラスが,FREIA/CSで提

供する金融業務フレームワークである｡

また,ユーザー権限チェックなどではクライアントに

搭載するさまざまなアプリケーションが統一的な機能を

備える必要がある｡このため,この基盤では,金融業務

フレームワークとして機能を提供することにより,統一▲

性を実現している｡

3,4 開発ツール

ウェブ基盤の新業務アプリケーションの開発ツールと

して,ビジュアルな画面で簡単にクライアント業務を定

義できる``RammWare forJava州''を提供している｡こ

のツールではプログラミングが不要な開発方式を採用し

ており,最新言語であるJavaに関する探い知識を必要と

せず,ビジュアルな画面でクライアント業務を容易に定

義することができる(図5参照)｡

また,RammWare forJavaでは,画面表示用の標準

部占占を提供している｡さらに,個別業務向け部品の開発

サービスにより,金融営業店のための個別部品を提供し

ている｡こゴ1らの部l姑は,RammWare forJavaのアプ

リケーションサーバと通信するための引数編集機能や,

個別部品と画面に表示する部品とを対応づける機能によ

り,互いに連携させることができる(図6参照)｡

※3)RamnlWare forJavaは,日立ソフトウェアエンジニア

リング株式会社の螢録商標である｡
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図5 RammWare for

Javaによる業務開発の

画面例

ビジュアルな画面でクラ

イアント業務を容易に定義

することができる｡
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タ一デ部内
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晦
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おわりに

ここでは,日立製作所のアプリケーションサー′ヾを中

心として,分散オブジェクト実行基盤のねらいと特徴,

およびクライアントアプリケーション基盤について述べた｡

金融機関だけでなく,さまざまな業種で,IT(Infor-

mationTechnology)を駆使した新業務や新サービスが求

められており,これに対応する情報システム基盤の構築

が急務となっている｡これに対しては,ウェブ･Java才支

術と分散オブジェクト実行基盤を中心としたシステム基

盤を提供することにより,既存の資産を継承しながら,

新商品や新業務への迅速な対応ができるものと考える｡

今後,分散オブジェクト技術を中心とした,金融や流

通,公共分野などで幅広く適用されるような次世代のシ

ステムのための基盤製品を開発していく考えである｡
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図6 RammWareforJava

によるサーバ連携

アプリケーションサーバと

連携するための引数編集機能

を提供する｡
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